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懐かしい未来があるイチチぬ島々

令和元年度うるま市しまひとしごと未来づくり事業（担当：うるま市企画政策課）

問合せ

担当：菊地

TEL:098-923-5995

2019年6月に東京都武蔵野市から宮城島上原に移住して

きた土田です。私は金武町で生まれ育ったのですが、両

親が宮城島の出身で小さい頃はオジー達に会いによく宮

城島には遊びに来ていました。今は、父の介護を機に10

年程前に地元に帰ってきた母と一緒に暮らしています。

宮城島は山や海も近いですし、とても静かで暮らしやす

い島です。小さい頃はヤンガーで遊んだり、ホタルを見

た記憶がありますが、宮城島はその頃の風景が残ってい

る素晴らしい場所だと思います。

東京では、パートをしながらシェアキッチン（日替わり

店主のお店）で月1～2回くらい地域の幅広い年齢層の

方々が集まる居酒屋で、沖縄料理とデザートを担当して

▲勉強会に参加する土田さん（右端）

島しょ地域に移住してきた方や、居を新たに構えた方などにお話を伺いました。

6月27日（木）～7月7日（日）の11日間、浜比嘉島の
旧浜中学校を会場に「LA WEEK（エルエー ウィー
ク） in うるま」というイベントが開催されました。

これはインターネットを活用して場所を選ばず働け
る環境づくりを目指す（一社）リビングエニウェア
とうるま市が連携して、旧浜中学校を仮のオフィス
として活用したものです。

期間中に延217名の方が利用し、地域行事のハーリー
参加や宮城児童館ボランティアなど行いながら、都
市の企業や人材とうるま市の企業や地域との連携が
模索されました。

▲参加者と地域の方がアイデア交換

浜比嘉島で行われたLA WEEK in うるまの1コマ。夕日が沈む海を背景に、宮城島の
皆様による演奏が行われた。

いました。こちらでも、地域の皆さんと交流できる飲食や宿などのお店が出来たらな～と考えて

いて、少しずつ形にできるように情報を集めたりして動き始めています。どうぞよろしくお願い

いたします。



勉強会を開催しました

北海道の厚真町や岡山県の西粟倉村など、地域住民や地

域から出て地元に帰って来た方、また移住者などを対象

にした「地域で新しい事業を起こすローカルベンチャー

スクール」が、地域に新しい風を巻き起こしています。

2020年度からは、うるま市島しょ地域を舞台にこの取り

組みが始まる予定です。

それに先立ち、アウトドアブランドのパタゴニアで長年

働き、現在は多くの企業や自治体に関わる「但馬 武さ

ん（fascinate株式会社）」をお招きし、ローカルベン

チャー勉強会を開催しました。但馬さんから岡山県西粟

倉村や北海道厚真町などの起業支援の事例紹介から、

ローカルベンチャーの基本的な考え方を学ぶと共に、参

加者同士で地域で行いたいアイデアを交換しました。

などなど、様々な思いと声が溢れる勉強会となりました。

こうした「新しく何か始めたい」を考えている方や「誰かと一緒に地域の困りごとを解決したい」

と感じている方と、わくわく夢が膨らむ場をつくっていきます。うるま市では、引き続き2020年

度のローカルベンチャースクールの実施に向けて、地域の方々のお声など聞きながら内容の制作を

進めていく予定です。

人口1,500名、面積の95％が森林という村です。この
村では、ローカルベンチャースクールという、居住
者や移住者向けの起業支援プログラムがあります。
半年間の事業構想ワークショップを経て、採択され
た方は村から3年間の支援が受けられる仕組みで、こ
れまでに30件の起業の実績があります。

▲起業者の拠点となる旧影石小学校

西粟倉村（岡山県）

島の古民家で

保育園を開きたい！

島でエコツーリズム

を進めるためには？

空き商店で子ども

まちづくり体験とか

あまり使っていない家を探しています

・お仏壇はあるけど、日常的に使う予定は無い

・住んでいなくて風通しや草刈りなど管理に
困っているお家

・その他、貸してもいいよというお家

あまり使っていないお家を、地域のた

めに活用できる方法があるかもしれま

せん。お気軽にご相談ください。
石川優子さん

(市移住定住コーディネーター)

TEL 080-8352-2655

▲勉強会講師の但馬さん

お試し移住、今年も開催します

お試し移住は、島にある空き家を活用して移住希望者の方に1週間程度暮らすように滞在していた

だき、島での生活を体感してもらう取り組みです。

過去3年間実施してきましたが、今年も11月頃から開催予定です。詳細は改めてお知らせいたしま

すので、近隣のみなさまのご協力よろしくお願いいたします。

【体験者の声】

島の生活を体験できる

楽しく貴重な機会

▲前回実施した平安座島での様子

【島人の声】

一緒にご飯食べたり、

仲良くなれるのが嬉しい


